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巻頭言

ブラジルの天理教②
おやさと研究所長 永尾教昭 Noriaki Nagao 

1929年ブラジルに渡った大竹忠治郎

は、筆舌に尽くしがたい賑難の道中を通

り天理教の布教に専心する。

まず異国で布教伝道することの困難さ以

前に、当時のブラジルにおける日本人の暮

らしそのものが悲惨な状態であった。マラ

リアや破傷風、アメーバー赤痢などに苦し

み、多くの人が命を失った。とりわけ乳幼

児死亡率が高く、 1925年にパラナ州カン

バラ市の集落に入植した日本人は 50家族

未満であったが 65人の死亡者を出してお

り、そのほとんどが子供であったという。

また、 1930年から 35年の 5年間には同

集落に約 250軒の日本人家族が暮らして
(!) 

いたが、 390人の死者を記録している。一

家族の構成人数がわからないので正確に把

握することは難しいが、かなり高い死亡率

であることは間違いないだろう。

そんな中でも大竹の布教意欲はいささ

かも衰えることなく、 1936年にぢばで執

行された教祖 50年祭を目指して、前年に

おぢば帰り団参を実現する。これがブラジ

ルからの初めての帰参団体であった。さ

らに 1937年の立教百年祭にも団体を組織

して帰参している。言うまでもなく、当

時は今と違って船旅である。1935年の団

参はブラジルから日本まで片道 2ヵ月か

かっている。つまり往復するだけでも 4ヵ

月かかることになる。それを 3年で 2回

実施しているのだから、天理教信者のぢ

ば信仰の堅固さがわかる。

大竹の生涯でその身が最も危機に瀕し

たのは、先の大戦中だろう。1942年 1月

ブラジルは枢軸国（日独伊）相手に参戦

する。それに伴い当然日本とブラジルの国

交は断絶となり、在伯日本人はドイツ人、

イタリア人とともに当局の激しい弾圧を

受ける。そして当地の天理教の指迎的立

場にあった大竹は、 1942年3月 17日か

ら1年 3ヵ月、サンパウロの獄舎に収監

されることとなる。その獄舎でもトイレ

掃除を率先して行うなど、ひのきしん（神

への感謝を行動に表すこと）に励む。ま

さに、大竹の白熱の布教活動は留まると

ころを知らなかった。

そう した中でも、異国の地ならではの

障壁があった。それは、言葉の問題である。

大竹が派遥元の南海大教会に送った手紙

がある。

「初めて外人（ブラジル人＝筆者注）の

お婆さんに匂いがけ（布教＝同）を致し

ましたが、日用の会話も不自由な時です

から此処でも奥の手を出 して、手真似身

振り今思いだすとプッと吹き出すことが

ありますが、…漸く相手に通じてお助け

をさして頂いた時は、本当に涙が出る程
(2) 

嬉しかったものです」とある。相手の素

性を知らずに布教したこの高齢の女性は

カトリックの布教師であったようだ。同

じ手紙には、店で便箋一つ買うのに散々

苦労したことも記されている。

異国で人に教理を伝え信仰に番くため

には、その国の言葉が話せることは必須

だ。筆者も約 25年間、フランスで布教生

活に勤しんだ。筆者の場合、大学でフラン

ス語を履修し、さらに彼の地でも学校に

行ったが、それでも難儀した。大竹の場合、

まったくポル トガル語の素養もなく、無

論、現地の学校に通うなど到底不可能な

当時の情勢であった。その困難のほどは

推して知るべしであろう。

言葉の問題を完全に払拭するには、ブ

ラジルではブラジル人が、フランスでは

フランス人が布教すればよいのである。

そして、それは彼らにとって「海外布教」

ではなく「国内布教」だ。つまり、まず

海外布教から国内布教に移行して、そこ

から初めて異文化圏伝道という段階に挑

戦していくことになるのだと思う。

［註］

(1)矢持善和 『親ひとすじー大竹忠治郎

の「手記」解説一』（養徳社、平成 24年）

(2)『南海大教会史第 3巻』（天理教南

海大教会史料集成部、昭和 51年）
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